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真 実 一 美５８８
－２２６－
の国々が開発主義を意欲的に追求してきた。それゆえ，社会主義国や開発途上国も自ら積極的に「開
発」を追求してきたということができる。そして，環境問題，つまり社会の環境的行き詰まりが多く
の人々に認識されるまでは開発主義批判やサブシステンスの見直しは世界のどこでも始まらなかった
と言ってもよいのではないだろうか。
ともあれ本書の試みは刺激的である。これからの開発途上国経済や環境問題を議論する試みは，本
書のように多分野にわたる目配りと個別の分野を越えた概念の有効性を要求されるように感じた。
１）ヴォルフガング・ザックス『地球文明の未来学－脱開発へのシナリオと私たちの実践－』，新評論，２００３年，第１章
「『開発』概念の歴史的検証」参照。
２）真実一美『開発と環境－インド先住民族，もう一つの選択肢を求めて－』，世界思想社，２００１年，１７８ページ。
３）ダグラス・ラミス『経済成長がなければ私たちは豊かになれないのだろうか』平凡社，２０００年。
５８９郭洋春・戸崎純・横山正樹編『脱「開発」へのサブシステンス論－環境を平和学する！２－』法律文化社，２００４年
－２２７－
